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盛

大ム

く
れ
そ
う
で
す
ね
。

イ
ベ
ン
ト
広
場
午
後

1
時
叩
分
か
ら

花
火
大
会
午
後
七
時
三
十
分
か
ら

こ
の
夏
の
メ
ー
ン
を
飾
る
『
第
一

回
玉
川
夏
祭
り
(
た
ま
か
わ
サ
マ
ー

フ
エ
ス
テ
パ
ル
)
』
が
今
年
か
ら
開
催

さ
れ
ま
す
。
地
域
活
性
化
に
努
め
る

玉
川
村
商
工
会
青
年
部
が
主
催
す
る

も
の
で
、
三
回
目
を
迎
え
た
花
火
大

会
に
加
え
て
魅
力
い
っ
ぱ
い
の
イ

ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
の
菱
は
帰
省
さ
れ
た

皆
さ
ん
に
も
、
ふ
る
さ
と

玉
川
の
あ
た
た
か
い
思

い
出
の
一
ペ
ー
ジ
が
つ

午後 1時30分
からです。

至
石
川

主催玉川村商工会青年部

後援:玉川村商工会、玉川サ

ービスチェーン、玉川村

14日(日)になります。※雨天の場合は、

第1目玉川夏祭り実行委員のみなさん

商
工
会
青
年
部
は
、

現
在
部
員
数
三
十
八
名
、

二
十
歳
か
ら
四
十
歳
ま

で
の
最
も
行
動
力
の

あ
る
年
代
。
今
年
で
青

年
部
創
立
二
十
周
年
を

迎
え
、
夏
祭
り
の
企
画

に
よ
っ
て
今
後
玉
川
の

名
物
行
事
に
し
よ
う
と
、

明
る
い
郷
土
づ
く
り
に

日
夜
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
夏
祭
り
実
行
委

員
を
は
ピ
め
と
す
る
商

工
会
青
年
部
員
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

活

性
高
工
会

玉
川
村
商
工

私
た
ち
商
工
会
青
年
部
は
、
部
員

相
互
の
連
帯
意
識
を
基
本
と
し
て
地

域
の
活
性
化
を
追
求
す
る
た
め
、
地

域
に
密
着
し
た
事
業
活
動
に
取
り
組

む
よ
う
心
が
け
て
お
り
ま
す
。

そ
の
事
業
の
一
環
と
し
て
過
去
二

回
に
渡
り
花
火
大
会
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
関
係
者
各
位
の
ご
指

導
、
ご
支
援
、
ご
協
力
の
も
と
に
盛
大

に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ

と
に
つ
い
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
、
花
火
大
会
に
加
え
て
子

功

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
参
加
で
き
る
よ

う
に
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
い
た

し
ま
し
た
。
持
に
今
回
は
総
合
的
な

夏
祭
り
事
業
の
基
盤
ゃ
つ
く
り
を
目
標

に
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

今
後
も
皆
さ
ん
の
期
待
に
応
え
る

と
と
も
に
本
村
活
性
化
の
弾
み
と
な

る
よ
う
部
員
一
丸
と
な
っ
て
ま
い
進

し
て
い
く
所
存
で
す
。

今
年
の
夏
の
玉
川
は
面
白
い
で
す

よ
。
ど
う
か
期
待
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
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第
三
十
四
回
福
島
県
消
防
ポ
ン
プ

操
法
競
技
会
石
川
地
区
大
会
が
、
七

月
十
五
日
石
川
町
民
グ
ラ
ン
ド
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
競
技
の
結

果
、
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
に
出
場
し

た
小
高
分
間
は
、
惜
し
く
も
三
位
と

な
り
ま
し
た
が
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部

の
北
須
釜
分
団
は
、
参
加
し
た
五
チ

ー
ム
の
中
で
栄
え
あ
る
優
勝
を
獲
得

し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
北
須
釜
分
団

は
、
八
月
二
十
五
日
自
衛
隊
郡
山
駐

屯
地
で
行
な
わ
れ
る
県
大
会
に
出
場

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
一
一
層
の

活
躍
を
お
祈
り
し
ま
す
。

信問

路

前
日
か
ら
心
配
さ
れ
た
雨
模
様
は
、

開
会
式
と
閉
会
式
に
降
っ
た
だ
け
で

競
技
中
は
小
雨
ぱ
ら
つ
く
程
度
に
と

ど
ま
り
、
選
手
の
士
気
を
高
め
ま
し

た。
競
技
は
、
ポ
ン
プ
操
法
の
要
領
、

動
作
、
所
要
時
間
な
ど
を
減
点
法
に

よ
っ
て
合
計
点
を
競
う
も
の
で
す
。

本
村
代
表
と
な
っ
た
小
高
分
団
と
北

須
釜
分
団
は
、
六
人
の
審
査
員
と
補

助
員
が
終
始
見
つ
め
る
中
、
団
員
は

じ
め
地
区
民
や
家
族
の
応
援
を
受
け

な
が
ら
、
気
合
い
の
入
っ
た
勇
姿
を

披
露
し
ま
し
た
。

長
く
厳
し
か
っ
た
練
習
は
、
本
大

会
の
目
的
で
あ
る
ポ
ン
プ
操
法
技
術

の
向
上
と
団
員
の
規
律
訓
練
の
向
上

を
体
験
し
た
こ
と
に
よ
り
、
各
選
手

の
心
の
糧
と
な
っ
て
今
後
の
消
防
活

動
に
生
か
さ
れ
る
と
確
信
し
ま
す
。

ま
た
来
年
の
代
表
と
な
ら
れ
る

ポ
ン
プ
車
の
部
の
竜
崎
分
団
と
小
型

ポ
ン
プ
の
部
の
中
分
団
は
、
最
後
ま

で
参
加
チ

i
ム
の
競
技
を
熱
心
に
観

戦
し
来
年
の
大
会
に
備
え
て
い
ま
し

た。
健
闘
さ
れ
た
選
手
の
皆
さ
ん
を
、

ご
紹
介
し
ま
す
。
本
当
に
ご
苦
・
労
様

で

し

た

。

(

敬

称

略

)

*
小
型
ポ
ン
プ
の
部

優
勝
北
須
釜
分
団

指

揮

者

瀬

谷

一

房

一

番

員

草

野

直

二

番

員

鈴

木

正

三

番

員

榊

枝

補

充

員

草

野

*
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部

三
位
小
高
分
団

指

揮

者

車

田

一

番

員

谷

地

二

番

員

車

田

三

番

員

車

田

補

充

員

吉

田

す七光明浩幸

弘清浩一之則司勉治徳

県知事選挙の投票日は

9月4日(臼)です

あなたの一票

明るい未来

任
期
満
了
に
よ
る
福
島
県
知
事
選

挙
は
八
月
十
五
日
刊
に
告
示
さ
れ
、

投
票
日
は
九
月
四
日
(
日
曜
日
)
に

決
ま
り
ま
し
た
。
投
票
時
間
は
、
午

前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
で
す
a

こ
れ
か
ら
の
県
政
を
任
せ
る
人
を

選
ぷ
大
事
な
選
挙
で
す
。
棄
権
し
な

い
で
必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

-
凶
作
投
票
で
き
る
人

昭
和
必
年
9
月
5
日
ま
で
に
生
れ

た
人
で
、
昭
和
臼
年
5
月
比
日
ま
で

に
住
民
登
録
の
届
出
を
し
た
人
で
す
。

-
凶
作
不
在
者
投
票
は
九
月
三
日
ま
で

当
日
や
む
を
得
な
い
用
事
で
投
票

所
に
い
け
な
い
人
は
、
不
在
者
投
票

が
で
き
ま
す
。
期
間
は
、
告
示
の
日

か
ら
九
月
三
日
ま
で
の
二
十
日
間
で

す。
詳
し
く
は
、
村
選
挙
管
理
委
員
会

(
役
場
総
務
課
)
ま
で
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。
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賀さん有
最優秀に

ふたま斜，

生
徒
自
身
の
経
験
や
日
頃
考
え
て

い
る
非
行
防
止
の
意
見
を
発
表
し
あ

い
、
学
校
生
活
や
家
庭
生
活
を
明
る

く
し
よ
う
と
、
夏
休
み
を
明
日
に
控

え
た
七
月
二
十
日
、
泉
中
学
校
と
須

釜
中
学
校
で
非
行
防
止
弁
論
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
各
中
学
校
と
泉
・

須
釜
地
区
防
犯
協
会
が
主
催
し
石
川

警
察
署
が
後
援
し
た
も
の
で
、
今
回

泉
中
が
六
回
目
、
須
釜
中
が
十
回
目

を
迎
え
ま
し
た
。

代
表
に
選
ば
れ
た
弁
士
た
ち
は
、

全
校
生
徒
と
審
査
員
を
前
に
、
や
や

緊
張
し
た
も
の
の
大
き
な
声
で
堂
々

と
発
表
し
て
い
ま
し
た
。

特
に
最
優
秀
と
な
っ
た
阿
部
さ
ん

(
泉
中
)
と
有
賀
さ
ん
(
須
釜
中
)

11川

は
、
家
庭
を
題
材
に
し
た
内
容
で
、

素
直
な
気
持
で
何
ん
で
も
話
せ
る
親

子
の
心
の
ふ
れ
あ
い
が
、
非
行
防
止

の
根
源
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
聞
き

手
に
感
銘
を
与
え
ま
し
た
。

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

な
わ
今
回
発
表
さ
れ
た
十
五
人
全

員
の
作
品
を
、
友
好
都
市
で
あ
る
台

湾
鹿
谷
郷
へ
文
化
交
流
の
一
環
と
し

て
送
り
ま
す
。

泉

尚子

校

中

*
最
優
秀
賞

「
家
族
の
信
頼
」

岡

部

陸

*

優

秀

賞

「真
の
リ
ー
ダ
ー
」

美
(
三
年
)

石

井

由

香

里

二

年

)

「
恐
怖
の
体
験
を
経
て
」

河

野

智

哉

(

二

年

)

須

釜

中

学

校

-
凶
作
最
優
秀
賞

「
生
活
の
中
か
ら
し

有

賀

裕

子

(

二

年

)

*

優

秀

賞

「
た
し
か
な
人
に
な
り
た
い
L

阿

久

津

幸

子

(

一

年

)

「
も
う
一
人
の
自
分
を
」

大

和

田

伸

広

(

一

年

)

り
の
お
役

簡
保
・
年
金
資
金
は
、
簡
易
保
険

や
郵
便
年
金
の
加
入
者
が
保
険
料
や

泉中の弁士のみなさん

a
m
w
b
m
W
B
さ
日
ゐ
a

戒
お
匂
V
3
3
3
3

須釜中の入賞された方
(中央が有賀さん)

夏
休
み
と
な
る
小
・
中
学
生
の
皆

さ
ん
を
対
象
に
、
世
界
各
国
か
ら
注

目
さ
れ
る
米
を
主
食
と
す
る
日
本
の

食
事
に
関
心
を
も
っ
て
も
ら
お
う
と
、

H

ご
は
ん
H

を
テ
l
マ
に
し
た
ポ
ス

タ
ー
の
募
集
を
依
頼
し
ま
し
た
。

食
べ
盛
り
の
皆
さ
ん
で
す
か
ら
、

お
い
し
い

H

ご
は
ん
H

の
ポ
ス
タ
ー

が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

ふ
る
っ
て
応
募
く
だ
さ
い
。

つ

て
ま
す

-
郵
便
年

金』

掛
金
を
積
み
立
て
た
も
の
で
す
。
こ

の
資
金
は
、
加
入
者
皆
様
の
共
同
準

備
財
産
と
し
て
、
郵
政
省
が
責
任
を

も
っ
て
確
実
、
有
利
な
方
法
で
公
共

の
利
益
に
な
る
よ
う
運
用
す
る
と
共

に
、
地
方
へ
の
資
金
運
用
の
還
元
に

も
重
点
を
お
い
て
い
ま
す
。

岩
法
寺
地
内
に
建
つ
、
公
営
住
宅

玉
川
団
地
の
建
設
事
業
の
一
部
に
、

こ
の
H

積
立
金
H

の
融
資
を
受
け
て

い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
地
方
公
共
団

体
へ
の
融
資
と
し
て
、
学
校
、
公
園
、

道
路
な
ど
私
た
ち
の
身
近
な
公
共
施

設
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

O
テ
i
マ

「
学
校
で
の
米
飯
給
食
」
、

庭
で
の
食
事
」
、
「
お
に
ぎ
り
」

の
中
か
ら
ご
は
ん
の
お
い
し
さ
を

訴
え
る
も
の

「

家
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そ
菜
の
規
格
を
さ
ら
に
統
一
し
よ

う
と
玉
川
村
泉
農
協
(
高
林
浅
二
組

合
長
)
は
、
「
夏
秋
そ
菜
目
ぞ
ろ
い

会
」
を
七
月
九
日
村
体
育
館
に
お
い

て
開
催
し
ま
し
た
。
昨
年
ま
で
各
地

区
(
五
ケ
所
)
で
実
施
し
て
い
ま
し

た
が
、
地
区
や
個
人
に
よ
っ
て
格
差

が
目
立
つ
こ
と
か
ら
一
本
化
し
て
規

格
の
改
善
向
上
を
図
ろ
う
と
、
出
荷

が
そ
ろ
っ
た
イ
ン
ゲ
ン
・
キ
ュ
ウ
リ

ト
マ
ト
の
夏
秋
そ
菜
を
集
め
今
年

か
ら
実
施
し
た
も
の
で
す
。

会
場
に
は
、
そ
菜
農
家
百
三
十
一
戸

の
生
産
者
と
持
ち
寄
っ
た
そ
菜
の
箱

詰
が
並
べ
ら
れ
ま
し
た
。
指
導
に
あ

た
る
五
人
の
京
浜
地
区
の
各
取
引
市

場
担
当
者
が
出
席
さ
れ
る
中
で
高
林

組
合
長
が
「
生
産
者
が
お
互
い
に
協

力
し
あ
い
よ
い
も
の
を
安
定
し
て
供

給
し
よ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。
早
速
、

持
ち
寄
っ
た
そ
菜
の
前
で
、
目
ぞ
ろ

い
の
指
導
を
受
け
ま
し
た
。
本
格
的

な
出
荷
時
期
を
控
え
た
生
産
者
は
、

メ
モ
を
取
り
な
が
ら
真
剣
な
表
情
で

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

消
費
者
の
心
を
つ
か
め
/

講
評
に
立
っ
た
各
市
場
担
当
者
は
、

「
や
や
選
別
の
状
態
が
良
い
。
内
容

的
に
向
上
し
た
」
と
厳
し
い
批
評
に

も
か
か
わ
ら
、
ず
、
ひ
ょ
う
被
害
が
や

っ
と
持
ち
直
し
た
だ
け
に
生
産
者
の

胸
を
な
で
お
ろ
し
ま
し
た
。
こ
の
背

後
に
は
、
市
場
に
お
け
る
情
勢
が
大

変
厳
し
く
輸
入
農
産
物
の
競
合
す
る

中
で
、
価
格
変
動
に
お
い
て
も
現
在

の
消
費
者
の
自
は
よ
い
も
の
指
向
に

変
化
し
て
い
る
と
説
明
が
さ
れ
ま
し

た。
今
後
の
課
題
と
し
て
、
「
味
を
追

求
す
る
消
費
者
の
心
を
つ
か
む
こ
と

が
第
一
で
す
。
今
後
も
皆
さ
ん
の
一

出
張
員
と
し
て
頑
張
り
た
い
」
と
、

市
場
と
生
産
者
の
き
ず
な
を
確
認
し

ま
し
た
。
ま
た
キ
ュ
ウ
リ
に
つ
い
て

は
、
梅
雨
明
け
の
H

粉
ふ
き
、
尻
太

り
H

を
出
さ
な
い
よ
う
、
最
後
ま
で

事
細
か
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し
た
。

泉
地
区
の
そ
菜
作
付
面
積
は
、
イ

ン
ゲ
ン
凶

h
、
キ
ュ
ウ
リ
日
I

問、

ト
マ
ト

5
h
で
す
。

ヘ
リ
防
除
に

ご
協
力
を

い
も
ち
病
の
発
生
を
抑
え
る
た
め
、

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
村
内
全
域
ご

部
地
区
を
除
く
)
一
斉
防
除
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

散
布
す
る
近
く
の
住
宅
で
は
、
窓

を
閉
め
洗
た
く
物
な
ど
を
取
り
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
八
月
の
実
施
予
定
自

は
次
の
と
お
り
で
す
。

第
三
回
目

8
月
刊
日
制

第
四
回
目

8
月
初
日
出

。
散
布
時
間
は
午
前
五
時
か
ら
十
時

頃
ま
で
で
す
。
白
と
黄
色
の
旗
は
、
へ

鴎
リ
コ
プ
タ
l

を
安
全
に
誘

医
動
す
る
自
じ
る
し
で
す
。

E
い
た
ず
ら
し
な
い
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

仕
留
め
た
り

力
ラ
ス
幻
羽
・
力
モ
叩
羽

農
作
物
へ
の
被
害
を
も
た
ら
す
カ

モ
・
カ
ラ
ス
の
右
害
鳥
獣
を
駆
除
し

よ
う
と
、
有
害
鳥
獣
駆
除
隊
(
矢
部

玄
信
隊
長
外
二
十
名
)
を
編
成
、
六

月
二
十
五
日
凶
と
七
月
十
日
田
の
二

回
に
渡
り
村
内
全
域
に
お
い
て
猟

銃
に
よ
る
駆
除
に
あ
た
り
ま
し
た
。

二
回
目
は
あ
い
に
く
の
雨
の
中
で

の
実
施
で
し
た
が
、
両
日
合
わ
せ
て
カ

ラ
ス
八
十
七
羽
、
カ
モ
十
六
羽
を
仕

留
め
ま
ず
ま
ず
の
成
果
を
上
げ
ま
し

た。気
に
な
る
天
気
予
報

こ
の
期
間
は
、
気
温
の
変
動
が
大

き
く
夏
の
暑
い
期
間
が
短
い
見
込

み
で
す
。

O
八
月
前
半
は
暑
い
晴
れ
の
日
が
多
い
で

す
が
、
後
半
は
曇
り
や
雨
の
日
が
多

い
見
込
み
で
す
。

気
温
、
降
水
量
と
も
平
年
並
み

O
九
月
前
半
は
晴
れ
の
日
が
多
い
で
し
ょ

う
。
後
半
に
は
天
気
が
ぐ
ず
つ
く
時

期
が
あ
る
見
込
み
で
す
。
気
温
、
降

水
量
と
も
平
年
並
み

七
月
二
十
日
発
表

福
島
地
方
気
象
台
予
報
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強輔電磯株式会誌

代表取締役社長

河辺利夫

会社の概要玉
川
村
か
ら

世
界
の
舞
台
へ

福
島
双
羽
電
機
は
、
本
村
の
企
業

の

第

し

て

昭

和

三

十

五

に

に

さ

れ

ま

し

で

て

地

域

発

展

し
て
、
地
の
皆
さ
ん
と

の
な
深
め
な
が
ら
他
社
に
先
駆

け
る
技
術
開
発
の
研
さ
ん
を
重
ね
、

今
年
二
十
五
期
年
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
間
、
昭
和
五
十
九
年
四
月
に

関
連
会
社
の
船
引
電
子
側
(
船
引
町
)

を
設
立
、
ま
た
、
岩
手
県
紫
波
町
に
岩

手
工
場
を
新
設
し
今
年
度
中
に
操
業

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
台
湾

双
羽
電
機
に
次
ぐ
第
二
の
海
外
工
場

作
り
を
検
討
し
て
い
る
な
ど
エ
レ

ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
業
界
の
ス
ペ
シ
ャ
リ

て
い
ま
す
。

ト

し

主
要
製
品
は
、
レ
ジ
ス
タ
ー
(
抵

抗
器
)
で
家
庭
電
化
品
、

O
A
機
器
、

自
動
車
電
装
品
な
ど
多
方
面
に
使
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
酸
化
金
属

皮
膜
抵
抗
器
は
日
本
に
お
け
る
草
分

け
と
し
て
創
立
、
十
年
前
か
ら
O
A

機
器
な
ど
に
使
用
さ
れ
る
厚
膜
抵
抗

器
の
生
産
を
手
が
け
る
な
ど
、
よ
り

多
機
能
な
製
品
設
計
の
追
求
を
続
け

て
お
り
、
創
業
以
来
安
定
し
た
受
注

の
伸
び
を
示
し
て
い
ま
す
。

製
品
の
納
入
先
は
、
ソ
ニ

i
、
N

E
C
、
日
本
ビ
ク
タ
ー
を
始
め
国
内

主
要
セ
ッ
ト
メ

i
カ
i
や
事
務
機
、

通
信
機
、
電
装
品
メ
ー
カ
ー
な
ど
世

界
各
屈
に
渡
っ
て
い
ま
す
。

主力製品の厚膜抵抗器

従
業
員
中
八
十
三
人
が
地
元
採
用

者
で
全
体
の
半
数
を
超
え
、
誘
致
企

業
と
し
て
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
従
業
員
の
親
睦
団
体
で
あ

る
『
わ
ら
び
会
』
は
、
親
睦
を
深
め

る
社
員
旅
行
を
毎
年
実
施
し
て
い
ま

す
。
特
に
、
今
年
は
二
十
五
周
年
を

迎
え
た
こ
と
か
ら
、
記
念
行
事
の
一

環
と
し
て
能
登
方
面
に
二
泊
三
日
の

社
員
旅
行
を
予
定
、
費
用
は
全
額
会

社
負
担
で
実
施
し
ま
す
。
そ
の
ほ
か

わ
ら
び
会
主
催
で
丹
に
一
回
程
度
の

割
合
で
、
芋
煮
会
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、

忘
年
会
な
ど
多
彩
な
行
事
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
労
使
一
体
と
な
っ
て

快
適
な
職
場
令
つ
く
り
に
余
念
が
あ
り

ま
せ
ん
。



率題提ま鍋3 川川11川川11川川11川川11川川11

モ心
ツの
トふ
!れ
にあ

を

l川

私
が
若
人
の
翼
に
応
募
し
た
理
由

は
、
今
自
分
が
生
活
し
て
い
る
日
本

を
国
外
か
ら
改
め
て
見
直
し
て
み
た

い
こ
と
と
、
も
っ
と
広
い
視
野
で
物

事
を
見
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
と
考
え

た
か
ら
で
す
口

今
、
希
望
が
着
実
に
現
実
に
近
づ

福
島
県
が
主
催
す
る
若
人
の
翼
に

本
村
か
ら
川
辺
の
須
藤
昭
さ
ん
が
参

加
し
ま
す
。
派
遣
期
間
は
、
十
月
十

八
日
か
ら
十
一
月
一
日
ま
で
の
十
五

日
間
で
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
フ
ラ
ン
ス

の
ほ
か
に
東
西
ベ
ル
リ
ン
な
ど
の
主

要
都
市
を
訪
問
し
ま
す
。

き
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
無
駄
に
し
な
い

よ
う
、
心
と
心
の
ふ
れ
あ
い
を
モ
ッ

ト
ー
に
他
国
の
生
活
、
習
慣
、
国
民

性
、
物
事
に
対
す
る
考
え
方
な
ど
を

し
っ
か
り
学
ん
で
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

帰
国
後
は
、
青
年
団
活
動
や
勤
務

先
な
ど
で
自
分
の
学
ん
で
き
た
こ
と

を
、
確
実
に
伝
え
て
地
域
活
性
化
の

た
め
に
微
力
な
が
ら
努
力
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

8月の行事予定

昌泊己習を
守お§一

一
「
あ
な
た
は
心
に
一
生
涯
燃
や
し

…
続
け
る
も
の
を
持
っ
て
い
ま
す
か
」

…
と
関
わ
れ
る
と
、
は
た
と
困
っ
て

w

し
ま
い
ま
す
。

…
「
人
は
パ
ン
の
み
で
は
生
き
ら
れ

切
な
い
」
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す

…
よ
う
に
物
の
豊
か
さ
だ
け
で
は
、

…
い
い
人
生
を
望
め
な
い
の
で
は
な

…
い
で
し
ょ
う
か
。
い
い
人
生
と
は

…
心
の
支
え
と
な
る
も
の
と
、
そ
し

…
て
豊
か
な
経
済
的
支
え
の
二
つ
で

…
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
後
者
は
福

…
祉
国
家
に
生
き
る
幸
せ
で
生
活
の

…
基
本
を

「
入
る
を
図
っ
て
出
る
こ

…
と
を
制
す
る
L

で
行
け
ば
何
と
か

一
な
り
ま
す
が
、
心
の
支
え
と
な
る

一
も
の
は
一
朝
一
夕
に
は
い
か
な
い

…
も
の
な
の
で
す
。

…

五

年

程

前
に
往
年
の
歌
手
藤
山

…
一
郎
氏
の
講
演
を
聞
い
た
こ
と
が

…
あ
り
ま
す
。
た
し
か
八
十
何
歳
か

一
で
あ
っ
た
と
思
う
。
戦
中
戦
後
歌

…
謡
曲
を
通
し
美
し
い
明
る
い
歌
声

…
は
老
若
男
女
の
心
に
夢
や
希
望
と

…
生
き
る
力
を
沸
き
立
た
せ
た
も
の

…
で
し
た
が
、

A
7
も
尚
そ
の
美
声
を

一
失
わ
ず
老
い
さ
え
感
じ
さ
せ
な
い

人
生

老

訊
一
以

ら

社
会
教
育
指
導
員

人
生
経
験
の
豊
富
な
話
題
に
は
人
間

く
さ
さ
が
あ
り
、
身
体
は
老
い
て
も

そ
の
心
の
若
さ
に
は
驚
か
さ
れ
ま
し

た
。
以
来
自
分
の
せ
ま
り
く
る
退
職

後
の
生
き
方
に
つ
い
て
真
け
ん
に
考

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
生
き
方
の
手
助
け
を
す
る
施

策
が
生
涯
教
育
で
あ
り
、
個
人
が
進

め
る
の
が
生
涯
学
習
で
す
。
一
昔
前

ま
で
は
学
校
教
育
で
学
ん
だ
知
識
や

技
能
で
一
生
間
に
合
い
ま
し
た
が
、

今
の
社
会
で
は
科
学
技
術
の
進
歩
、

で

、Ea
F
E
V
 

‘、
1

・J，，
 

林

由一旦

司

国
際
化
さ
れ
た
情
報
等
に
よ
り
追
い

つ
い
て
い
け
な
い
時
代
と
な
っ
て
い

ま
す
。
だ
か
ら
今
の
時
代
は
「
侍
を

学
ん
だ
か
」
で
な
く
て

「
何
を
学
ん

で
い
る
か
」
に
よ
っ
て
そ
の
人
間
の

癌
値
が
あ
り
、
時
代
に
生
き
て
行
く

強
さ
が
生
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

そ
こ
で
生
涯
学
習
に
は
そ
れ
ぞ
れ

の
年
代
や
人
生
観
に
よ
っ
て
ち
が
っ

て
き
ま
す
が
、
目
的
別
に
考
え
る
と

次
の
様
に
別
け
ら
れ
ま
す
。

て
時
代
の
動
き
に
遅
れ
な
い
適
応

の
学
習
二
、
仕
事
に
役
立
た
せ
る

実
践
の
学
習
三
、
生
活
の
質
を
高

め
る
創
造
の
学
習
四
、
人
生
に
ゆ

と
り
と
豊
か
さ
と
生
き
涯
を
求
め
る

趣
味
教
養
の
学
習
に
な
る
よ
う
で

す。
今
回
は
、
生
涯
学
習
な
る
も
の
の

ド
ア
を
ノ
ッ
ク
し
た
だ
け
で
す
が
次

回
は
ド
ア
を
開
け
て
入
っ
て
晃
よ
う

と
患
い
ま
す
。
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東
京
都
新
宿
区

小

林

キ

ク

ヨ

(
東
京
玉
川
会
々
員
)

国
井
ハ
ヤ
さ
ん
の
義
姉

小
高

1111111111 

私
は
、
小
高
で
生
れ
ふ
る
さ
と
を

離
れ
て
半
世
紀
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、

戦
争
末
期
の
昭
和
二
十
年
一
月
二
十

六
日
東
京
か
ら
疎
開
し
て
生
家
に
帰

リ
、
昭
和
二
十
三
年
四
月
三
十
日
ま

で
玉
川
村
(
旧
泉
村
)
に
住
み
、
そ

の
後
夫
の
仕
事
の
都
合
か
ら
再
び
上

京
し
ま
し
た
。
わ
ず
か
な
年
円
で
し

た
け
れ
ど
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た。
昭
和
二
十
二
年
、
知
人
の
お
世
話

で
竹
細
工
(
電
燈
の
笠
作
り
)
の
内

職
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
疎
開
者
の
方

が
沢
山
お
り
ま
し
た
こ
と
か
ら
、
役

場
の
計
ら
い
で
駅
前
に
場
所
を
借
り

た
と
こ
ろ
三
十
人
を
超
す
主
婦
の
皆

様
が
集
ま
り
、
及
ば
ず
な
が
ら
私
も

指
導
員
と
し
て
働
か
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
年
、
天

皇
陛
下
の
東
北
ご
巡
幸
の
折
、
私
た

ち
の
作
品
を
一
白
見
て
い
た
だ
こ
う

と
矢
吹
が
療
の
会
場
に
駆
け
伺
け
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
終
戦

当
時
は
食
糧
難
が
続
き
、
飯
米
に
大

変
苦
労
し
た
こ
と
も
記
憶
に
残
っ
て

い
ま
す
D

、-

ノ

¥

L

郊
に
住
ん
も

、J
る
方

東

五
月
に
設
立
さ
れ
た
東
京
玉
川
会

(
会
長
熊
田
藤
作
さ
ん
)
は
、
村
出

身
者
相
互
の
親
睦
や
村
と
の
交
流
を

目
的
と
し
た
も
の
で
す
。
す
で
に
東

京
で
の
懇
談
会
や
広
報
た
ま
か
わ
の

送
付
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
会
員
は
一

O
O名
を
超
え

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
東
京
近
郊
在

住
者
の
う
ち
事
務
局
で
わ
か
ら
な
い

人
達
も
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
口

そ
こ
で
、
ご
家
族
や
ご
親
せ
き
、

知
人
等
の
う
ち
、
村
出
身
者
で
東
京

近
郊
(
都
内
、
埼
玉
県
、
神
奈
川
県
、

千
葉
県
)
に
住
ん
で
い
る
方
が
い
ま

し
た
ら
、
役
場
企
画
課
(電
話
五
七
|

三一

O
一
、
内
線
四
五
・
四
六
)
ま

で
も
、
当
時
と
比
べ
て
戦
後
の
我

国
は
物
質
的
に
と
て
も
豊
か
に
な

り
ま
し
た
が
、
心
は
戦
前
よ
り
も
貧

し
く
な
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
D

今
で
は
戦
争
を
知
ら
な
い
人
達
が
多

く
な
り
飽
食
の
時
代
。
も
っ
た
い
な

い
と
言
う
こ
と
が
聞
か
れ
な
く
な
り
、

パ
ッ
パ
と
物
を
捨
て
る
こ
と
平
気
で

す
ね
。こ
ん
な
こ
と
を
思
い
な
が
ら
高
田

馬
場
に
住
ん
で
四
十
年
に
な
り
ま
す

が
、
新
宿
区
は
今
、
都
庁
移
転
に
よ
っ

て
地
上
げ
と
か
で
顔
見
知
り
の
方
々

が
都
外
に
引
越
し
て
淋
し
く
な
り
、

櫛
の
歯
が
抜
け
た
よ
う
な
空
地
が
出

来
て
お
り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
は
私
の
恋
人
。
全
国
の

天
気
予
報
を
見
る
た
び
に
、
巴
舎
は

雨
か
な
鴎
れ
か
な
と
思
い
つ
つ
、
老

後
を
無
事
過
し
た
い
と
願
っ
て
お
り

ま
す
。

で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
入
会
を
希
望
す
る
方
は
、
役

場
企
画
課
ま
た
は
連
絡
事
務
所
(
副

会
長
大
木
吉
孝
さ
ん
)
ま
で
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
東
京
都
台
東
区
下
谷

一一一!こ

l
五
大
吉
ピ
ル

電
話

O
三
l
八
七
六

l
O
六
五
六

税
の

退
職
金
に
は
所
得
税
と
住
民
税
が

か
か
り
、
通
常
、
退
職
金
の
支
給
を

受
け
る
と
き
に
そ
れ
ぞ
れ
の
税
金
が

源
泉
徴
収
さ
れ
ま
す
。
こ
の
退
職
金

は
、
長
い
間
の
勤
労
の
対
価
で
あ
り
、

退
職
後
の
生
活
の
た
め
の
大
切
な
も

の
で
す
か
ら
、
所
得
税
や
住
民
税
は

他
の
所
得
と
分
離
し
て
課
税
さ
れ
、

他
の
所
得
よ
り
軽
い
負
担
で
済
む
よ

う
に
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

退
職
所
得
と
税
額

退
職
金
の
額
か
ら
退
職
所
得
控
除

額
を
差
し
引
い
た
残
額
の
二
分
の
一

が
退
職
所
得
の
金
額
で
す
。
こ
の
退

職
所
得
に
、
所
得
税
の
税
率
を
掛
け

た
も
の
が
所
得
税
額
、
住
民
税
の
税

率
を
掛
け
た
も
の
が
住
民
税
額
と
な

り
ま
す
。

な
お
、
退
職
金
の
額
が
、
退
職
所

得
控
除
額
以
下
で
あ
れ
ば
税
金
は
か

か
り
ま
せ
ん
。

勤
続
年
数
の
計
算

勤
続
年
数
に
一
年
未
満
の
端
数
が

あ
る
と
き
は
、
一
年
に
切
り
上
げ
て

勤
続
年
数
を
計
算
し
ま
す
。

ま
た
、
会
社
に
よ
っ
て
は
、
退
職

金
を
計
算
す
る
た
め
の
勤
続
年
数
を
、

例
え
ば
、
見
習
社
員
で
あ
っ
た
期
間

は
含
め
な
い
で
、
正
社
員
と
な
っ
て
か

ら
の
期
間
だ
け
と
し
て
い
る
場
合
も

あ
る
よ
う
で
す
が
、
退
職
所
得
控
除

額
を
計
算
す
る
場
合
の
勤
続
年
数
は
、

そ
の
退
職
金
の
支
払
を
受
け
る
方
が

そ
の
会
社
で
実
際
に
引
き
続
き
勤
務

し
た
期
間
に
よ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

退職所得控除額

年 万円

25 750 

30 1，000 

35 1，250 

※最低控除額50万円

万円

125 

250 

375 

500 
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円
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*
詳
し
く
は
、
税
務
署
ま
で
。



れ

む
の

お
塁
一
様
と
子
供
た
ち
を
つ
な
ぐ
七

夕
。
日
頃
願
っ
て
い
る
こ
と
を
。
タ

ン
ザ
ク
々
に
託
し
て
笹
竹
に
結
ぶ
純

真
な
童
顔
。
元
気
に
育
っ
て
ほ
し
い

と
願
う
親
た
ち
に
と
っ
て
眼
に
入
れ

て
も
痛
く
な
い
子
供
た
ち
。
願
い
が

夜
風
に
乗
っ
て
舞
い
上
が
り
、
塁
の

川川111111111

もも

王
様
に
届
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

グ
ル
メ
の
時
代
と
い
う
の
に
味
覚

が
に
ぶ
っ
て
き
た
、
味
が
ま
っ
た
く

わ
か
ら
な
い
な
ど
味
覚
異
常
で
は
、

楽
し
み
が
半
減
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
し
て
や
コ

ッ
ク
や
板
前
さ
ん
な
ど
、

料
理
を
職
業
に
す
る
人
に
と
っ
て
は

悩
み
も
深
刻
で
す
。

昭
和
六
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
、

法
人
の
事
業
所
(
株
式
会
社
・
有
際

会
社
等
)
で
働
く
人
は
す
べ
て
健
康

保
険
と
厚
生
年
金
保
険
に
加
入
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

健
康
保
険
と

厚
生
年
金
保
険

健
康
保
険
は
、
会
社
・
工
場
・
商

屈
な
ど
で
働
く
人
た
ち
が
加
入
す
る

医
療
保
険
制
度
で
、
自
営
業
な
ど
の

人
た
ち
が
加
入
す
る
国
民
健
康
保
険

と
あ
わ
せ
て
、
わ
が
国
の
医
療
保
険

制
度
の
中
心
に
な
っ
て
い
ま
す
。

以
前
は
、
心
因
性
と
片
づ
け
ら
れ

る
の
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
が
、
そ
の

他
の
原
因
も
少
し
ず
つ
わ
か
っ
で
き

て
い
ま
す
。
原
因
が
わ
か
れ
ば
、
治

療
対
策
も
た
て
ら
れ
る
わ
け
で
す
。

原
因
に
な
る
病
気
と
し
て
は
、
ロ

の
中
の
貼
膜
の
炎
症
、
高
血
圧
症
、

じ
ん
不
全
、
貧
血
、
ビ
タ
ミ
ン
欠
乏

厚
生
年
金
保
険
は
、
健
康
保
険
同

様
に
会
社
・
工
場
な
ど
で
働
く
人
た

ち
が
加
入
す
る
制
度
で
、
厚
生
年
金

保
険
に
加
入
し
た
人
た
ち
は
、
同
時

に
国
民
年
金
に
も
加
入
し
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。

厚
生
年
金
保
険
の
種
類

厚
生
年
金
保
険
に
は
、
老
齢
厚
生

年
金
・
障
害
厚
生
年
金
・
遺
族
厚
生

年
金
な
ど
の
給
付
が
あ
り
、
老
齢
厚

生
ノ
去
車
受
給
権
者
は
六
十
五
歳
か
ら
、

定
額
部
分
に
相
当
す
る
給
付
は
国
民

年
金
か
ら
老
齢
基
礎
年
金
が
給
付
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
一
級
・
二
級
の
障

害
厚
生
年
金
受
給
権
者
及
び
夫
が
死

亡
し
十
八
歳
未
満
の
子
が
あ
る
妻
が

症
、
ホ
ル
モ
ン
異
常
、
糖
尿
病
な
ど
。

薬
に
よ
る
副
作
用
が
原
因
の
こ
と

も
あ
り
、
血
圧
を
下
げ
る
薬
や
、
肝

臓
を
治
す
た
め
の
解
毒
剤
、
心
臓
や

甲
状
せ
ん
を
治
す
た
め
の
薬
な
ど
、

長
期
間
副
用
し
て
い
る
も
の
が
多
い
。

ま
た
、
亜
鉛
の
欠
乏
が
関
係
し
て

い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
更
鉛
は
ミ

ネ
ラ
ル
の
ひ
と
つ
で
、
動
物
の
成
長

に
大
切
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
も

の
で
す
。

亜
鉛
欠
乏
と
わ
か
れ
ば
、
亜
鉛
を

服
用
し
ま
す
が
、
原
因
不
明
の
味
覚

異
常
で
も
亜
鉛
服
用
で
効
果
を
あ
げ

る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

受
け
る
遺
族
厚
生
年
金
受
給
権
者
に

も
、
国
民
年
金
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
障
害

基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
が
給
付

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

健
康
保
険
・
厚
生
年
金
保
険
加
入

の
ご
相
談
や
給
付
に
つ
い
て
の
問
い

合
せ
は
、
郡
山
社
会
保
険
事
務
所
に

照
会
し
て
く
だ
さ
い
。

電
話
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二
四
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三
二
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三
四
三
四
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(財)東北電気保安協会

主日星通産省電気便用安全月間 8期日炉31日

電気は良い

電気設備で

正しく使って
明るい暮らし

霊童気の安全
笹うあなだガ主役です
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す
う
ま
と
い
で
ざ
め
ご
お酬
t

生誕お
-
石
川
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
か
ら
二

万

・
小
高
の
関
根
夜
英
さ
ん
か
ら

五

万

円

の
大
越
サ
タ
さ
ん
か
ら

同

)

一

万

円

(
村
社
会
福
祉
協
議
会
)

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

左
記
の
方
々
か
ら
社
会
福
祉
活
動

資
金
と
し
て
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

コし

・
岩
法
寺
の
飯
村
松
子
さ
ん
か
ら

二

万

円

・
南
須
釜
の
大
野
富
夫
さ
ん
か
ら

三

万

円

(6月届出分)

出生児氏名 保護者名

大竹恵梨大竹 多

曲山綾子曲山文彦

三輪裕一郎三輪健夫

溝井夏美溝井 健

区

辺

生

(6月届出分)

死亡者氏名年齢世帯主名

山崎ツルヨ 77 久

石川春次郎

小原コウ

大野ヒロ

小針重雄

地

川

蒜

小

竜

出奇

おくやみ
申し上げます

平
和
を
祈
り
黙
と
う
を

得
年
八
月
十
五
日
に
「
全
国
戦
没

者
追
悼
式
」
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、
「
戦
没
者
を
追
悼
し
平
和

を
祈
念
す
る
日
」
と
し
て
広
く
国
民

に
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

正
午
の
時
報
か
ら
一
分
間
、
戦
没

者
の
め
い
福
と
平
和
を
祈
願
し
黙
と

う
を
さ
さ
げ
ま
し
ょ
う
。

村のようす
(63年7丹1日現在)

円

臨時列車運行案内

夏の臨時列車が下記のとおり運行さ

れますO どうぞご利用ください。

8月11日--18日。運行期間

シ

徳

夫

ヨ

政

富

欣

62 

95 

73 

75 

地区

J 11 辺

竜崎

南須釜

今

北須釜

2 ) 

7，560人(+2) 

3，738人(土 0)

3.822人(十斗

1，572戸墨
田
守
番

※上り新幹線接続(郡山)

あおば214号14: 23発上野着16: 04 

(但し14・15日は14: 19発15: 56着)
やまびこ116号14: 41発16:00著

(但し14・15・16日の 3日間のみ)
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